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住
友
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

事
業
進
出
に
あ
た
り

市
　
長

斎
木
正

熊

昨
年
十
月
、
住
友
石
炭
鉱
業
株

式
会
社
（
本
社
、
東
京
都
、
資
本

金
二
八
億
五
、
三
○
○
万
円
）
が

山
口
県
の
あ
つ
せ
ん
で
　
秋
芳
町

の
石
灰
石
を
仙
崎
湾
に
送
り
、
国

内
各
地
に
仕
向
け
る
計
両
を
決
め

、
長
門
市
に
協
力
を
求
め
て
き
ま

し
た
。

県
で
は
、
北
浦
総
合
開
発
計
画

の
一
つ
と
し
、
こ
の
事
業
の
本
巾

進
出
を
す
す
め
、
市
と
し
て
は
、

平
素
か
ら
工
場
誘
致
を
望
み
な
が

ら
、
な
か
な
か
実
現
し
な
い
折
か

ら
、
こ
の
事
業
の
受
入
れ
に
つ
き

、
議
会
と
と
も
に
検
討
し
た
結
果

、
実
現
に
協
力
す
る
こ
と
に
路
み

き
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

事
業
の
あ
ら
ま
し

こ
の
事
業
は
、
秋
芳
町
嘉
万
附

近
（
入
見
台
）
の
石
灰
石
（
埋
蔵

量
お
よ
そ
四
億
ト
ン
）
を
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
よ
っ
て
、
延
々

一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
、
ト

ン
ネ
ル
約
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
わ
た
っ
て
輸
送
し
、
白
潟
江
の

川
口
附
近
に
こ
れ
を
い
っ
た
ん
貯

鉱
し
、
こ
こ
か
ら
、
高
さ
九
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

鉄
骨
棧
橋
に
送
り
、
船
に
積
込
み

、
国
内
各
地
の
セ
メ
ン
ト
エ
場
、

製
鉄
所
な
ど
に
仕
向
け
輸
送
を
す

る
も
の
で
、
月
問
輸
送
計
画
量
は

一
五
万
ト
ン
（
一
日
約
七
〇
〇
〇

ト
ン
）
と
い
わ
れ
る
。

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ト
ン
ネ
ル
を
と
お
り

、
一
部
は
地
上
約
五
メ
ー
ト
ル
を

、
鉄
板
で
周
囲
を
お
お
っ
だ
施
設

の
中
を
、
運
転
さ
れ
る
も
の
で
、

輸
送
距
離
の
長
い
こ
と
は
、
世
界

に
も
例
が
な
い
。

ま
た
、
海
上
輸
送
も
、
漁
業
の

彫
響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

た
め
、
特
殊
形
態
に
よ
る
輸
送
を

主
と
し
、
大
型
本
船
の
使
用
は
、

大
巾
に
減
少
さ
れ
る
見
込
み
。

こ
の
工
事
の
総
事
業
費
は
、
三

十
億
円
を
こ
え
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。事

業
進
出
に
よ
る

本
市
へ
の
影
響

長
門
市
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

、
農
林
漁
業
を
お
も
な
産
業
基
盤

と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
原
始
産
業
地

域
で
あ
り
、
近
年
や
っ
と
、
観
光

事
業
が
脚
光
を
あ
び
、
農
林
漁
業

に
次
ぎ
、
重
要
産
業
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
所
得
倍
増

政
策
に
は
ほ
ど
遠
い
産
業
構

造
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

前
か
ら
本
市
が
、
工
場
誘

致
を
重
要
な
施
策
と
し
て
掲

げ
な
が
ら
、
な
か
な
か
そ
の

、
い
と
ぐ
ち
が
つ
か
め
な
い

の
は
い
ろ
い
ろ
経
済
的
条
件

の
不
利
が
原
因
で
、
本
市
の

宿
命
と
さ
え
み
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

た
ま
た
ま
、
こ
の
事
業
の
進
出

計
画
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
に
考

え
ら
れ
た
点
は
、

第
一
　
こ
の
事
業
が
本
市
の
農
林

水
産
業
に
対
し
、
比
較
的
犠

牲
が
少
な
く
て
す
ひ
し
、
ま

た
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
判
断
さ
れ
た
。

第
二
　
仙
崎
湾
の
開
発
が
、
永
年

の
懸
案
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
終
戦
以
来
年
々
、
出

入
港
船
舶
数
や
取
扱
い
貨
物

量
が
減
少
し
、
開
発
基
準
量

を
大
き
く
下
廻
る
た
め
、
せ

っ
か
く
の
天
然
の
良
港
が
、

開
発
さ
れ
ず
「
宝
の
も
ち
ぐ

さ
れ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
際
、
こ
の
事
業
り
進
出

を
チ
ャ
ン
ス
に
、
将
来
大
き

く
開
発
の
希
望
を
も
っ
こ
と

が
で
き
る
。

昌
三
　
市
内
に
建
設
さ
れ
る
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
な
ど
の
固
定

施
設
が
、
課
税
の
対
象
と
な

り
税
収
入
の
面
に
大
き
く
期

待
さ
れ
、
本
市
の
財
政
上
大

き
な
財
源
と
な
る
と
い
う
魅

力
が
あ
る
。
い
ま
こ
の
金
額

を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
町
村
合
併
以
来
、
他

の
中
小
都
市
に
く
ら
べ
、
割

合
に
高
い
投
資
的
経
費
を
使

い
、
行
政
水
準
を
維
持
し
て

来
た
本
市
財
政
に
、
今
後
大

き
く
貢
献
し
、
市
民
の
幸
福

増
進
を
は
か
る
諸
施
策
を
進

め
得
る
と
期
待
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
点
を
考

え
あ
わ
せ
た
結
果
、
市
議
会
も
こ

の
事
業
受
入
れ
を
全
面
的
に
支
持

す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

事
業
の
進
行
状
況

市
で
は
、
議
員
か
ら
選
ば
れ
た

、
あ
っ
旋
委
員
（
土
地
交
渉
そ
の

他
の
事
項
の
処
理
）
と
執
行
部
が

一
体
と
な
っ
て
、
用
地
の
買
収
に

協
力
し
た
結
果
、
関
係
者
の
ご
理

解
の
も
と
に
買
収
交
渉
の
成
立
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
会
社
は
順
番
に

工
事
に
と
り
か
か
り
、
き
ま
っ
た

工
期
に
ま
に
あ
う
よ
う
全
力
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
堀
さ
く
、
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
建
設
、
貯
鉱
場
の
整

備
な
ど
は
、
ほ
ぽ
予
定
ど
お
り
に

進
行
し
て
い
ま
す
が
、
肝
心
な
海

岸
へ
の
輸
送
施
設
や
海
上
施
設
の

着
手
等
が
現
在
停
滞
し
て
い
ま
す

。
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
と

交
渉
が
っ
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
お

互
い
に
誠
意
を
も
っ
て
、
問
題
解

決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
近

く
円
満
に
話
し
合
い
が
っ
く
と
信

じ
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
対
策

こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
大

き
な
原
因
は
、
住
友
本
社
が
、
い

ろ
い
ろ
の
事
情
に
よ
っ
て
石
灰
石

輸
送
開
始
を
、
昭
和
四
十
年
四
月

と
い
う
普
通
で
あ
れ
ば
、
と
て
も

ま
に
合
は
な
い
工
期
を
予
定
し
、

事
業
に
と
り
か
か
っ
た
た
め
に
、

ま
っ
た
く
異
例
な
事
業
の
す
す
め

方
、
す
な
わ
ち
、
全
面
的
土
地
交

渉
の
終
了
を
ま
た
ず
、
解
決
し
た

と
こ
ろ
か
ら
部
分
的
に
工
事
を
は

じ
め
、
予
定
の
工
期
に
ま
に
あ
わ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
関

係
者
に
強
い
不
安
と
不
信
感
を
与

え
、
さ
ら
に
は
、
た
び
た
び
設
計

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
い
た
ず
ら
に
関
係
者
に
誤

解
を
招
い
た
こ
と
。
ま
た
海
上
関

係
の
設
計
お
く
れ
か
ら
交
渉
の
誠

意
を
疑
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

こ
の
種
事
業
の
本
市
へ
の
進
出

が
は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
市

と
し
て
は
、
市
民
の
幸
福
を
守
る

こ
と
ど
、
こ
の
事
業
の
円
滑
な
推

進
と
を
、
り
つ
ぱ
に
両
立
さ
せ
る

こ
と
を
重
点
に
、
あ
つ
せ
ん
の
基

本
的
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
が
、
騒
音
、
粉
じ
ん

を
生
ん
で
、
健
康
な
市
民
生
活
に

大
き
な
脅
威
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
海
上
施
設
や
海
上
輸

送
が
、
漁
獲
高
に
大
き
く
ひ
び
く

の
で
は
な
い
か
な
ど
の
心
配
か
ら

、
関
係
者
間
に
い
ろ
い
ろ
と
論
議

を
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
コ
ン
ベ
ア

ー
輸
送
は
、
最
高
の
設
計
と
技
術

に
よ
る
完
全
密
閉
で
、
粉
じ
ん
の

と
び
ち
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く

、
音
も
予
想
外
に
低
く
、
ま
た
白

潟
に
お
け
る
粉
砕
装
置
も
、
四
ミ

り
径
以
下
の
粉
石
は
つ
く
ら
な
い

計
画
で
、
微
粉
の
心
配
は
思
っ
た

ほ
ど
で
は
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
は
じ
め

て
経
験
す
る
市
民
の
心
配
も
理
解

で
き
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
は
、

会
社
と
協
議
し
、
破
砕
装
置
の
位

置
を
人
家
か
ら
も
つ
と
も
離
れ
た

場
所
に
設
置
さ
せ
、
ま
た
人
家
に

も
つ
と
も
近
い
方
面
に
は
、
擁
壁

に
代
る
施
設
を
作
る
ほ
か
、
貯
鉱

場
の
敷
地
と
県
道
の
あ
い
だ
に
は

、
居
住
地
区
を
設
定
す
る
な
ど
相

当
額
の
予
算
追
加
の
措
置
を
と
ら

せ
て
こ
れ
ら
を
具
体
化
さ
せ
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
漁
業
補
償
と
併
せ

て
予
期
し
な
い
損
害
、
す
な
わ
ち

健
康
的
、
衛
生
的
損
害
が
生
じ
た

と
き
は
、
市
民
と
と
も
に
本
市
が

、
会
社
に
損
害
補
償
を
要
求
す
る

道
を
確
保
す
る
な
ど
、
そ
の
他
、

市
民
の
幸
福
を
守
る
措
置
に
つ
い

て
は
十
分
研
究
し
て
。
合
理
的
解

決
方
法
を
計
ろ
う
と
し
て
、
い
ま

全
力
を
傾
け
て
交
渉
に
当
っ
て
い

ま
す
。む

す
び

石
灰
石
輸
送
事
業
の
本
市
進
出

に
つ
い
て
の
現
況
は
、
以
上
の
と

お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
市
民
各
位

へ
の
お
知
ら
せ
が
大
変
ね
く
れ
た

こ
と
を
、
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
現
在
の
事
態

が
速
や
か
に
、
か
っ
、
円
満
に
解

決
し
今
後
に
わ
た
っ
て
、
本
市
へ

の
企
業
進
出
が
、
円
滑
し
か
も
速

や
か
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
り
っ
ぱ

な
ル
ー
ル
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。み

な
さ
ん
の
ご
理
解
あ
る
ご
協

力
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。

教
育
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す

毎
年
夏
休
み
の
期
間
中
、
児
童

生
徒
が
校
外
生
活
の
め
や
す
に
す

る
た
め
教
育
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
。

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
長
一
声
で
７

月
2
1日
か
ら
８
月
3
1日
ま
で
次
の

時
刻
に
鳴
ら
し
ま
す
。

（
通
地
区
）

午
前
９
時
　
午
後
９
時

（
仙
崎
地
区
）

現
在
嗚
つ
て
い
る
ミ
ュ
ー

ジ
ク
サ
イ
レ
ン
を
利
用

（
深
川
地
区
）

午
前
1
0時
　
午
後
６
時

午
後
９
時
（
湯
本
大
畑
地
区

も
同
時
刻
）

（
俵
山
地
区
）

午
前
1
0時
　
午
後
９
時

（
写
真
上
、
白
潟
貯
鉱
場
附
近
、
中
、
貯
鉱
場
か
ら
海

岸
附
行
の
ベ
ル
ト
建
設
例
（
神
戸
市
の
分
）

下
、
市
内
の
ト
ン
ネ
ル
作
業
現
場
）

林
市
助
役
退
職

長
門
市
助
役
、
林
惣
太
郎
氏
は
、

六
月
二
七
日
に
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
退
職
し
た
い
と
退
職
届
が
市

長
の
も
と
に
出
さ
れ
、
六
月
三
十

日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
後
任
は
未
定
。
林
前
助
役
は
、
明
治
2
6年
生
れ
、
大
正

1
4
年
６
月
、
俵
山
村
収
入
役
を
は
じ
め
、
昭
和
2
2
年
４
月
俵
山

村
長
、
2
9年
３
月
町
村
合
併
の
際
長
門
市
長
職
務
執
行
者
、
3
3

年
８
年
長
門
市
助
役
に
就
任
、
現
在
に
至
り
、
長
門
市
政
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
だ
。
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新
農
家
台
帳
を
つ
く
り
ま
す

農
家
の
ご
協
力
を

さ
る
昭
和
3
5年
度
に
、
農
家
台

帳
を
つ
く
り
、
そ
の
後
毎
年
移
動

事
項
を
補
正
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
初
の
作
成
時
期
か
ら
農
業
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
農
家
台
帳
を
つ
く
る
た
め

、
八
月
一
日
現
在
で
、
調
査
員
が

農
家
を
訪
問
し
聞
き
と
り
調
査
し

ま
す
の
で

。ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
調
査
の
内
容
◇

１
労
働
力
、
２
兼
業
、
３
土
地
利

用
、
４
家
畜
、
５
農
機
具
な
ど
、

６
作
物
種
類
、
７
家
族
構
成
、
８

所
得
な
ど

◇
税
金
の
対
象
に
な
ら
な
い

の
で
あ
り
の
ま
ま
を

「
台
帳
が
税
金
の
対
象
に
な
る
の

で
は
…
・・
」
と
心
配
さ
れ
る
方
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
台
帳
を

見
る
に
は
農
業
委
員
会
長
の
承
認

が
必
要
で
、
内
容
も
課
税
の
資
料

に
は
使
え
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
く
。

こ
の
台
帳
は
、
あ
な
た
た
ち
の

農
家
経
営
す
べ
て
の
基
礎
資
料
に

な
る
も
の
で
す
。
調
査
員
が
お
宅

に
伺
い
ま
し
た
ら
、
あ
り
の
ま
ま

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

新
潟
地
震
義
え
ん

金
品
ご
寄
贈
者

敬
称
略

山
口
県
保
育
協
会
長
門
支
部

白
石
与
作
（
通
）

俵
山
中
学
校
職
員
生
徒
一
同

長
門
市
議
会
議
員
一
同

上
ノ
原
区
民
一
同

深
川
編
物
高
等
学
院

広
島
相
互
銀
行
長
門
支
店
職
員
一

同
長
門
市
連
合
婦
人
会
員
一
同

大
畑
小
学
校
大
峠
分
校
職
員
生
徒

一
同

大
畑
小
学
校
職
員
生
徒
一
同

湊
漁
業
協
同
組
合
職
員
一
同

藤
中
区
民
一
同

第
一
生
命
長
門
支
部
職
員
一
同

小
河
内
区
民
一
同

大
津
水
産
振
興
会
職
員
一
同

通
中
学
校
職
員
生
徒
一
同

正
明
市
四
区
民
一
同

長
門
市
役
所
職
員
一
同

板
持
四
区
民
一
同

日
置
農
高
向
津
具
分
校
職
員
生
徒

一
同

長
門
税
務
署
職
員
一
同

水
産
高
校
職
員
生
徒
一
同

青
海
島
小
学
校
職
員
生
徒
一
同

上
政
区
民
一
同

下
安
田
区
民
一
同

日
本
赤
十
字
社
、
山
口
県
支
部
長

門
支
会
　
　
　
　
以
上
受
付
順

お墓のアバート江良にも
殿台にっぎ二番目　藤中、正明市も計画

今
年
三
月
か
ら
工
事
に
か
か
っ

た
、
江
良
部
落
の
納
骨
堂
は
、
さ

る
五
月
に
で
き
、
こ
の
ほ
ど
、
関

係
者
を
招
き
、
し
ゆ
ん
工
式
を
あ

げ
ま
し
た
。

別
名
お
墓
の
ア
パ
ー
ト
と
い
わ

れ
る
納
骨
堂
は
、
国
で
も
環
境
の

美
化
な
ど
に
ぜ
ひ
必
要
と
、
全
国

的
に
建
設
を
す
す
め
、
長
門
市
内

で
も
殿
台
に
つ
い
で
、
二
番
目
が

で
き
た
も
の
。

こ
の
納
骨
堂
は
、
江
良
部
落
と

正
明
市
の
一
部
の
人
六
三
戸
が
、

共
同
出
資
し
て
つ
く
つ
た
も
の
で

、
総
工
事
費
約
三
六
〇
万
円
（
一

戸
当
り
約
五
万
七
〇
〇
〇
円
）
で

六
三
戸
の
お
墓
が
行
儀
よ
く
な
ら

び
、
ま
る
で
シ
ョ
ー
、
ウ
ィ
ン
ド

ウ
を
お
も
わ
せ
る
よ
う
に
近
代
的

で
す
。

こ
の
ほ
か
に
。
正
明
市
に
、
東

深
川
共
同
の
納
骨
堂
（
約
一
八
〇

戸
）
と
、
藤
中
に
も
建
設
の
計
画

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

「
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
墓
を
つ
く

れ
ば
、
十
数
万
円
か
か
る
が
、
こ

れ
で
は
六
万
円
そ
こ
そ
こ
で
、
雨

降
り
に
も
都
合
の
よ
い
も
の
が
で

き
、
し
か
も
墓
の
差
別
も
な
く
周

囲
も
キ
レ
イ
に
な
り
納
骨
堂
を
つ

く
っ
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と

思
う
。
」
と
江
良
部
落
の
あ
る
人

は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
で
き
あ
が
っ
た
江
良

納
骨
堂
全
景
）

戦
歿
者
叙
勲
伝
達

第
一
回
目
の
戦

歿
者
叙
勲
伝
達
式

が
さ
る
七
月
一
日

午
前
九
時
か
ら
市

長
室
で
、
市
長
か

ら
次
の
方
へ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

村
井
じ
ん
太
郎

（
猛
男
）
大
泊

上
田
貞
之

（
ハ
ナ
ノ
）
湯
本

室
谷
秀
直
（
フ
ジ

子
）
祇
園
町

河
内
唯
一

（
サ
ナ
）
小
河
内

石
津
正
（
豊
）
通

本
田
芳
造
（
ナ
ツ

）
湊
中
央
区

中
野
利
夫
（
キ
ミ

エ
）
板
持
三
区

田
村
政
雄

（
ノ
ブ
）
旭
町

黄
波
戸
政
雄
（
ソ
テ
）
北
本
町

西
本
光
夫
（
良
雄
）
下
郷

（
写
真
は
所
長
か
ら
叙
勲
の
伝
達

を
う
け
る
家
族
た
ち
）

親
の
反
省
五
十
則

叱
つ
た
あ
と
、
い
つ
ま
で
も

親
の
面
白
く
な
い
気
持
を
子

ど
も
に
あ
ら
わ
し
て
は
い
ま

せ
ん
か
。

あ
な
た
は
、
子
ど
も
の
健
康

に
心
を
つ
か
い
す
ぎ
て
、
ち

よ
つ
と
で
も
顔
色
が
悪
い
と

大
さ
わ
ぎ
し
た
り
し
て
子
ど

も
を
神
経
過
敏
に
し
た
り
、

身
体
の
弱
い
こ
と
で
何
の
努

力
も
し
な
い
子
ど
も
に
作
り

上
げ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

健
康
な
夏

手
洗
い
が
ま
ず
一
番

栄
養
と
睡
眠
も
充
分
に
　
タ
ベ
す
ぎ
は
禁
物

じ
め
じ
め
し
に
っ
ゆ
が
あ
け
れ

ば
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
お

と
づ
れ
、
海
へ
、
山
へ
と
夏
は
健

康
の
増
進
に
も
っ
て
こ
い
の
季
節

で
す
。

反
面
、
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
疲

れ
や
す
く
、
胃
腸
も
弱
ま
り
、
赤

痢
、
腸
チ
フ
ス
を
は
じ
め
日
本
脳

炎
な
ど
、
恐
ろ
し
い
伝
染
病
の
多

く
な
る
季
節
。

伝
染
病
を
な
く
し
、
私
た
ち
の

健
康
を
守
る
た
め
、
山
口
県
下
で

七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
「
夏
の

健
康
を
守
る
運
動
」
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
す
。
衛
生
に
は
じ
ゆ
う
ぶ
ん

注
意
し
て
、
こ
と
し
の
夏
を
健
康

に
過
し
た
い
も
の
で
す
。

栄
養
と
睡
眠
は
十
分
に

夏
は
食
欲
が
お
と
ろ
え
が
ち
。

で
き
る
だ
け
新
鮮
な
野
菜
を
と
る

と
と
も
に
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
十
分

と
る
よ
う
に
。

ま
た
暑
い
夜
は
と
か
く
夜
ふ
か

し
を
し
て
生
活
が
不
規
則
に
な
り

が
ち
で
す
か
ら
、
睡
眠
不
足
に
な

ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

暴
飲
暴
食
は
禁
物

夏
は
胃
腸
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す

。
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
や
氷
水
な
ど
冷
た
い
も
の

を
食
べ
す
ぎ
な
い
こ
と
。
と
く
に

子
ど
も
の
夜
の
飲
食
は
さ
け
る
。

な
お
、
下
痢
な
ど
体
の
調
子
が

変
な
時
は
、
し
ろ
う
と
療
法
は
や

め
て
、
早
く
医
者
に
み
て
も
ら
い

ま
し
よ
う
。

環
境
を
キ
レ
イ
に

赤
痢
や
食
中
毒
を
媒
介
す
る
ネ

ズ
ミ
、
ハ
エ
の
駆
除
。
日
本
脳
炎

を
媒
介
す
る
力
。
小
児
マ
ヒ
を
媒

介
す
る
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
を
退
治
し

ま
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は

１
　
便
所
の
汲
み
取
り
口
や
落
し

口
の
フ
タ
を
完
全
に
し
、
清
掃

も
十
分
に
。

２
　
便
所
や
台
所
の
窓
に
金
網
を

は
る
。

３
　
井
戸
の
フ
タ
を
し
た
り
、
裏

わ
り
を
セ
メ
ン
ト
で
か
に
め
、

ヨ
ゴ
レ
た
水
が
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

４
　
ゴ
ミ
の
始
末
を
完
全
に
。

５
　
水
た
ま
り
を
な
く
し
、
下
水

の
流
れ
を
よ
く
す
る
。

手
洗
い
を
励
行

夏
の
健
康
の
第
一
は
、
伝
染
病

に
か
か
ら
な
い
こ
と
。
赤
痢
や
疫

痢
を
防
ぐ
に
は
、
何
よ
り
も
伝
染

経
路
を
た
っ
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
一
に
も
二
に
も

よ
く
手
を
洗
う
こ
と
が
大
切
で
す

。
食
事
や
調
理
の
前
、
用
便
の
あ

と
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
な
ど

は
　
必
ら
ず
手
を
洗
う
習
慣
を
つ

け
ま
し
よ
う
。

区
長
さ
ん
が
研
修
視
察

環
境
衛
生
を
重
点
に

さ
る
七
月
六
日
、
長

門
市
区
長
会
（
会
長

末
永
止
一
さ
ん
）
が
、

環
境
衛
生
と
防
犯
の
モ

デ
ル
地
区
、
北
九
州
市

戸
畑
区
北
沢
見
地
区
と

下
関
市
西
富
町
を
視
察

し
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
区

長
さ
ん
約
七
〇
名
が
、

二
台
の
バ
ス
に
分
乗
、

戸
畑
区
へ
。

さ
す
が
厚
生
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
た
地
区
だ

け
に
、
カ
、
ハ
エ
な
ど

が
一
匹
も
い
な
い
。

「
こ
ん
な
に
キ
レ
イ

な
ら
、
ヨ
ゴ
ス
の
が
気

が
ひ
け
る
」
と
、
さ
か

ん
に
地
元
の
人
だ
ち
か
ら
、
キ
レ

イ
に
す
る
コ
ツ
を
聞
き
「
と
り
あ

え
ず
、
自
分
の
家
の
周
囲
で
も
キ

レ
イ
に
し
よ
う
」
と
、
あ
る
区
長

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
熱
心
に
説
明
を
き
く

長
門
市
の
区
長
さ
ん
た
ち
）

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
そ
な
え

海
上
災
害
防
正
運
動

福
岡
管
区
気
象
台
の
予
想
に
よ

れ
ば
、
今
年
は
、
平
年
よ
り
台
風

が
お
お
く
発
生
す
る
と
報
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
方
は
、
地
理
的
に

も
ほ
と
ん
ど
の
台
風
の
影
響
を
う

け
る
よ
う
で
す
。

海
上
保
安
庁
で
は
、
台
風
災
害

に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
1
5

日
か
ら
８
月
1
4日
ま
で
の
一
か
月

間
、
海
上
災
害
防
止
連
動
を
全
国

的
に
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

こ
の
運
動
期
間
中
に
、
次
の
こ

と
を
十
分
こ
こ
ろ
え
て
、
台
風
に

よ
る
海
上
災
害
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

１
　
日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
を
よ

く
聞
く
。
（
航
行
、
漁
ろ
う
中

は
ラ
ジ
オ
を
携
行
）

２
　
台
風
情
報
が
出
た
ら
、
無
理

な
出
漁
や
航
行
は
や
め
。
万
一

出
漁
、
航
行
中
で
あ
れ
ば
、
早

目
に
避
難
す
る
場
所
を
考
え
る

３
　
台
風
が
来
た
と
き
小
型
の
船

は
、
陸
に
引
き
揚
げ
固
く
し
ば

っ
て
お
く
。

3
9年
度
第
２
回
住
宅

金
融
公
庫
貸
付
申
込
み

（
受
付
期
間
）

3
9年
７
月
2
0日
ま
で

（
受
付
場
所
）

山
口
銀
行
深
川
支
店

（
お
た
ず
ね
は
）

市
役
所
建
設
課
建
築
係
へ

救
急
法
講
習
会

（
仙
崎
公
民
館
）

1
7日
午
後
一
時
か
ら

（
大
畑
小
学
校
保
健
教
室
）

1
8日
午
前
９
時
か
ら

（
講
師
）

日
赤
山
口
県
支
部
職
員

（
参
集
者
）

ど
な
た
で
も
良
い
、
多
数
お
い

で
下
さ
い
。

夏
場
資
金
の

融
資
保
証

（
保
証
期
間
）
　
４
ヵ
月
以
内

（
保
証
利
率
）
　
年
二
分
以
内

（
取
扱
期
間
）
　
８
月
3
1日
ま
で

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観

光
課
へ
。

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を

募
集
し
て
い
ま
す

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
林
水
産

課
農
務
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

在
外
資
産
説
明
会

在
外
資
産
審
議
会
設
置
法
案
が

国
会
を
通
過
し
、
こ
の
今
後
の
見

透
し
な
ど
の
説
明
を
す
る
も
の
。

（
日
時
）
　
七
月
二
十
日
午
前
九

時
か
ら

（
場
所
）
　
長
門
市
中
央
公
民
館

小
講
堂

（
説
明
者
）
　
在
外
資
産
同
盟
山

口
県
副
支
部
長

宮
重
嘉
一
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